
＜指標一覧＞

基準値 目標値
（R6） （R14）

2.3%

（R３）

３市町村

(R４参考)

72.50%

(R２参考)

25.6%

（R２）

―

82.1%

(R４参考)

52.8%

（R２）

67.8%

（R２）

1５市町村

(R３参考)

19.5%

（R２）

53.4%

（R２）

27市町村

(R３参考)

76.9%

（R２）

1,556名

（R４）

77.5%

（R２）

89.4%

（R２）

57.0%

（R２）

28市町村

(R３参考)

指　標 計画策定時 データソース

目標：歯及び口腔に関する健康格差の縮小

0% 地域保健・健康増進事
業報告1.8%(R5)①3歳児で４本以上のむし歯を有する者の割合

20市町村 神奈川県定期歯科検診
結果に関する調査

目標：むし歯対策の推進

90% 県民歯科保健実態調査

３市町村

88.0%

②12歳児でむし歯のない者の割合が90％以上の
　市町村数

③15歳未満でフッ化物応用の経験がある者の割合

10% 県民歯科保健実態調査

目標：歯周病対策の推進

98% 神奈川県定期歯科検診
結果に関する調査

3.7% 減少 県民歯科保健実態調査

22.6%

82.6%

④20歳以上における未処置歯を有する者の割合
　（年齢調整値）

⑤60歳以上における未処置の根面むし歯を有する
　者の割合（年齢調整値）

⑥中学生・高校生において、歯科受診が必要な
　歯肉所見のない者の割合

45% 県民歯科保健実態調査

55% 県民歯科保健実態調査

52.9%

66.1%

33市町村 健康増進課調べ

目標：歯の喪失防止

15% 県民歯科保健実態調査

25市町村

14.6%

65% 県民歯科保健実態調査

目標：口腔機能の獲得・維持・向上

33市町村 健康増進課調べ

56.5%

19市町村⑫口腔機能の育成に関する事業を実施する市町村数

90% 県民歯科保健実態調査

2,200名 健康増進課調べ

目標：障がい児者及び要介護者の歯及び口腔の健康づくりの推進

80.8%

1738名

⑬50歳以上における咀嚼良好者の割合（年齢調整値）

⑭オーラルフレイル健口推進員の養成数

33市町村 健康増進課調べ

― 33市町村 健康増進課調べ

85% 県民歯科保健実態調査

13市町村

64.4%

32市町村

⑦20代～30代における歯肉に炎症所見を有する者の
　割合（年齢調整値）

⑧40歳以上における歯周炎を有する者の割合
　（年齢調整値）

⑨歯周病に関する事業を実施する市町村数
　（歯科検診を除く）

⑩40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合
　（年齢調整値）

⑪80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

⑮障がい児者が利用する施設での過去1年間の
　歯科検診実施率

⑯要介護者が利用する施設での過去1年間の
　歯科検診実施率

⑰歯科口腔保健に関する事業の効果検証を実施する
　市町村数

⑱過去１年間に歯科検診を受診した者の割合

⑲法令で定められている歯科検診を除く歯科検診を
　実施する市町村数

目標：歯及び口腔の健康づくりを推進するための社会環境の整備

100% 健康増進課調べ

100% 健康増進課調べ

93.7%

95.1%
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